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明けましておめでとうございます。令和6年の年頭に当たり、謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます。

全国の中小企業組合士の皆様、都道府県組合士（協）会、都道府県中央会、全
国中央会、そして関係各所の皆様には日頃から当連合会の事業に格別のご支援、
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
 

昨年は、少子化と急速な高齢化など社会経済の構造的な課題に加えて、度重
なる自然災害の発生や国際情勢の緊迫化、原油や電気を始めとするエネルギー・
原材料価格の高騰や部品の調達難等により、中小・小規模事業者を取り巻く経
営環境は、極めて厳しい状況が続きました。

このような状況のなか、ポストコロナ時代に向け、しっかりと経営課題を見極め進むべき道を描いていくこ
とが必要で、生産性向上、国内・海外での販路拡大、グリーン・デジタル対応、イノベーション促進、事業承継、
物流・建設従事者の残業規制強化、インボイスへの対応等、中小企業、小規模事業者が直面している様々な課
題に対し、第三者が経営者に寄り添って支援する伴走支援が重要になっており、中小企業組合士にはこうした
役割を担う存在として、期待を受けております。

全国中小企業組合士協会連合会は、全国組合士フォーラムやブロック会議の開催を通じて組合士間の交流の
重要性を再確認するとともに、全国中小企業団体中央会主催のスキルアップ研修への地域組合士の事例発表会
の開催など、様々な取組みを行っております。
 

全国中小企業組合士協会連合会といたしましても「中小企業組合士行動指針」の下、中小企業組合士制度の充
実・発展のため、連合会の組織強化、各都道府県組合士（協）会との連携を図り、組合士制度の更なる発展のた
めに努力して参る所存であります。

今後は中小企業組合士制度の改正に向けての取組みも進めて参りますので、全国の中小企業組合士の皆様、
関係各位におかれましては、引き続きご支援・ご指導いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
� 令和6年1月
� 全国中小企業組合士協会連合会
� 会長　　鈴　木　英　弘

～令和6年を迎えるにあたって～
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今年度は、全5地域にて中小企業組合士協議会のブロック会議が開催され、盛況を博しました！
各ブロックで様々な内容の研修が開催され、組合士の交流を実施いたしました。

〈全国中小企業組合士協会連合会 ブロック研修助成金〉

組合士の資質向上を目的とした研修等を行った場合、各ブロックに5万円の助成金を支給する制度
があります。

概要は次の通りです。企画運営にご活用ください。

【主な条件】
①内　　　容　　各ブロックで開催する組合士のスキルアップにかかわる研修費用に対する助成
②対 象 経 費　　特に定めはないが上記に関わる費用とする
③助 成 金 額　　一律50,000円　※原則年に1回
④助成対象先　　5ブロック中小企業組合士協議会等
⑤その他の条件
　・事業名の記載／�開催資料等に「全国中小企業組合士協会連合会の助成事業」であることを明記する

こと。
　・報告書の提出／�研修終了後、年度内に報告書を提出すること。詳細は事務局までお問い合わせく

ださい。

〈テーマ〉	 消費税の仕組みとインボイス制度
		  講師　公認会計士・税理士　小橋 仙敬 氏

【講演概要】
日時　令和5年8月8日（火）
●中国ブロック協議会総会
●講習会　●交流会
 

小橋講師より消費税の仕組みについて解説が
あった後、インボイス制度の仕組みについての
説明がありました。

事業者に求められる対応として、課税事業者
の場合は令和5年9月30日までに登録手続きを行
いインボイス（請求書の控え）を保管することが必要であることを共有いただいた後、仕入・経費関係につ
いての本則課税と簡易課税事業者の対応の違い等について分かりやすく解説いただきました。

中国ブロック中小企業組合士協議会（岡山県）※オンライン開催� 8月8日（火）

ブロック会議 開催報告
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〈テーマ〉　�菊水とラーメン物語「心を満たす一杯」 
～北海道の「味力」を全国へ！そして、アジアから世界へ～

		  講師　�（株）菊水 代表取締役会長　杉野 邦彦 氏 
（江別工業団地協同組合 代表理事）（北海道中小企業団体中央会 副会長）

【講演概要】
日時　令和5年10月13日（金）・10月14日（土）
場所　アートホテル旭川（北海道旭川市7条通り6丁目）
●研修交流会　●懇親会
●視察研修　�旭川デザインセンター、旭山動物園、 

旭川大雪地ビール館

地域の企業や産学官の連携の中で誕生した『江別小麦
めん』の取組みから「えべチュンら〜めん」誕生までのエ
ピソードを語っていただき、企業や大学とのコラボやイ
ベントも開催するなど地域のブランド化への活動も実施していることを説明していただきました。地域全
体が食育の教室「麦の里えべつ」の出前授業を実施し、出前授業で麺生地に触れる体験をしてもらうことで、
食育貢献を続けていることを説明いただいた後、締めくくりとして会社発展はよい人作り、会社作り、商
品作りの順で行い、やる気は行動の源、元気は成長の源、本気は力の源ということを語っていただきました。

東北・北海道ブロック中小企業組合士協議会（北海道）� 10月13日（金）・14日（土）

〈テーマ〉　下田海上保安部の取り組みと地元中小企業者との連携
		  講師　海上保安庁 第三管区海上保安部 下田海上保安部 部長　西山 博 氏

【講演概要】
日時　令和5年10月17日（火）・10月18日（水）
場所　休暇村南伊豆（賀茂郡南伊豆町湊889－1）
●会長会議　●全体研修会　●懇親交流会
 

日本の領海は世界で6番目に広く、かつ7カ国と接し各
国間調整の上で設定されているため、各国間の主張（思
惑）が異なり中国やロシア船の領海侵犯がある状況のな
か、海上保安庁は「法執行機関として、国際法・国内法に
基づき適正に対処することで紛争を回避すると共に、事
態をエスカレートさせないための緩衝的役割を果たす」ことを命として、領海保安に従事していると説明
がありました。

海保も人材不足であり、海保のイメージアップをはかり若者に入隊を促すことを目的に、企業とコラボ
レーションして製品開発をするプロジェクトを実施しており、興味のある企業はこのプロジェクトに是非
とも参加してほしいと依頼がありました（コラボ商品はガリガリ君、蓬莱551、ひっぱっりだこ飯(淡路屋）等）。

関東甲信越静ブロック中小企業組合士協議会（静岡県）� 10月17日（火）・18日（水）
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〈テーマ〉　これから求められる組合士像について
		  講師　	�全国中小企業組合士協会連合会 副会長　堀川 深雪 氏 

全国中小企業団体中央会 副部長　　　　太田 　純 氏

【講演概要】
日時　令和5年10月25日（水）
場所　ANAクラウンプラザホテル京都　
●視察研修会／佐々木酒造株式会社酒蔵見学・利き酒
●連絡会議　●懇親会
 

冒頭、太田氏より全国中小企業団体中央会が実施している組合
士活性化研究会の報告、全国中小企業組合士協会理事会・各ブロッ
ク会議の報告がありました。次に「令和5年度中小企業組合白書」を用いて、中小企業組合および全国中小
企業組合士協会の現状、組合士に求められる課題設定型伴走支援のあり方、人的ネットワークを駆使した
組合員へのコーディネート機能の重要性等について解説をいただきました。

続いて組合活動事例として堀川氏が所属している協同組合秋田卸センターの活動について、①組合員向
けのよろず相談の実施、②秋田県内4卸団地の連携（卸売業機能強化支援事業委員会）、③SDGsの取組み、
④組合主導で行ったコロナワクチン接種の取組み等について説明がありました。最後に兵庫県、大阪府、
京都府の中小企業組合士協会会長よりそれぞれの活動報告が行われました。

〈テーマ〉　美味しい笑顔のその先へ 目指せ100年企業（組合）!!
		  講師　	�長工醤油味噌協同組合 理事 総務部長　稲田 裕之 氏 

【講演概要】
日時　令和5年11月13日（月）
場所　�（協）長崎卸センター 会議室（長崎市田中町1201）
●視察研修会／（株）イシマル　●合同研修会　●通常総会　●交流会

視察研修会は「働き方改革研究所の取り組みについて」というテーマで、（株）イシマルSC事業部 SC推進
課アシスタントマネジャーの福島 健一氏と販売推進部 販売推進課リーダーの福浦 雅浩氏より講演をいた
だきました。2021年長崎本社のリニューアルを機に働き方改革研究所を立ち上げ、効率性の高い環境づく
りとしてハード面の事務所内レイアウト変更をはじめ、RPA、テレワーク、DX推進による業務効率化や
有給休暇取得増加等を実現させたことについて説明をいただきました。また、合同研修会では長工醤油味
噌（協）理事・総務部長の稲田 裕之氏より「美味しい笑顔のその先へ 目指せ100年企業（組合）!!」というテー
マでブランド商品であるチョーコー醤油の品質面に対するこだわりについて語っていただきました。

通常総会では九州中小企業組合士協会連合会 会長 喜々津 昇氏の主催者挨拶の後、全国中小企業組合士
協会連合会 副会長 永井 幸雄氏より来賓祝辞がありました。その後議事を進め、各県組合士協会より活動
報告を行いました。最後に次回は鹿児島県開催となることが決議され、閉会しました。

近畿ブロック中小企業組合士協会連絡会議（京都府）� 10月25日（水）

九州中小企業組合士協会連合会合同研修会（長崎県）� 11月13日（月）
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全国中小企業団体中央会主催のスキルアップ研修が全国4会場(福岡、宮城、東京、大阪)で開催され、188名
の組合士に参加いただきました。また本年度は、東京会場のみ北海道と愛知県をオンラインでつなぎサテライ
ト会場として実施されました。昨年に引き続き「地域で活躍する中小企業組合士」として都道府県中小企業組合
士（協）会より推薦いただいた組合士の方々より、事例発表が行われ組合士としての熱い想いを共有しました。
ご参加いただいた皆さまありがとうございました。

【研修会内容】
●テーマ　「組合運営の留意点とコンプライアンスについて」
●講　師　株式会社シード・アンド・アーキテクチャー 代表取締役　岡本 光 氏

●テーマ　「組合事務局の伴走型支援について」
●講　師　株式会社日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門 プリンシパル　柿崎 平 氏 

●テーマ　「地域で活躍する中小企業組合士」
●講　師　中小企業組合士×都道府県中小企業組合士（協）会

◎各会場で組合士の事例発表を行いました!!

【各会場での組合士登壇者】
●福岡会場　　　9月20日（水）／ TKPカンファレンスシティ博多 カンファレンス1 ／ 18名
　【事例発表者】　�福岡県中小企業組合士協会　梯 輝元 氏（魚町商店街振興組合 理事長）

●宮城会場　　　11月21日（火）／ TKPガーデンシティ PREMIUM仙台西口／ 21名
　【事例発表者】　宮城県中小企業組合士会　似鳥 みち子 氏（宮城県ビジネスサポート企業組合 専務理事）

●東京会場　　　11月24日（金）／ TKP東京駅カンファレンスセンターホール10A ／ 123名
　　　　　　　　（東京65名、北海道13名、愛知17名、オンライン28名）
　【事例発表者】　�東京都中小企業組合士協会 常任理事　西川 良次 氏（杉並輸送事業協同組合 係長）

●大阪会場　　　12月12日（火）／ TKPガーデンシティ大阪梅田／ 26名
　【事例発表者】　�大阪府中小企業組合士協会　植野 和雄 氏（泉州織物工業協同組合 元理事長）

令和5年度スキルアップ研修実施報告
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全国中小企業団体中央会・宮城県中小企業団体中央会は、10月11日（水）「仙台国際センター展示棟」（宮城県仙
台市）において「第75回中小企業団体全国大会」を開催し、宮﨑政久・厚生労働副大臣、伊藤哲也・宮城県副知事、
杉田剛・仙台市経済局次長、関根正裕・株式会社商工組合中央金庫代表取締役社長、豊永厚志・独立行政法人中
小企業基盤整備機構理事長等多数ご臨席の下、全国から中小企業団体の代表者約2,000名が参集しました。本
大会では、西村康稔・経済産業大臣及び宮下一郎・農林水産大臣からのビデオメッセージが披露されるとともに、
宮﨑政久・厚生労働副大臣、伊藤哲也・宮城県副知事、杉田剛・仙台市経済局次長、関根正裕・株式会社商工組合
中央金庫代表取締役社長よりご祝辞を頂戴しました。大会は、佐藤勘三郎・宮城県中小企業団体中央会会長が
議長に、尾池一仁・北海道中小企業団体中央会会長、稲山幹夫・福井県中小企業団体中央会会長がそれぞれ副議
長に選任されて議事が進行し、中小企業・小規模事業者等の危機的状況の克服、成長促進支援等の拡充、中小
企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進、中小企業・小規模事業者の積極的な事
業活動を支える環境整備など13項目を決議しました。併せて本大会では、優良組合（44組合）、組合功労者（74
名）、中央会優秀事務局専従者（26名）の表彰が執り行われました。結びに次期全国大会は、令和6年10月24日（木）
に福井県において開催することが発表され、閉会となりました。

令和6年度の「通常総会」及び「中小企業組合士フォーラム2024」は下記により開催を予定しています。

■ 開催日程・場所
日　時 ： 令和6年6月14日（金） 11：00 〜（予定）
場　所 ： 品川プリンスホテル（〒108-8611東京都港区高輪4丁目10－30）

■ 概要
1．	令和6年度通常総会
	 議案審議のほか、表彰（全国中央会会長、全国中小企業組合士協会連合会会長表彰）を予定しています。
2．	令和6年度中小企業組合士フォーラム2024（中小企業組合士全国交流研修会）
　	� 基調講演をはじめ、各地で活躍している組合士の生の声を聞きたいとの要望にお応えし、組合士によるミ

ニセミナーを開催する予定です。中小企業組合士の一層の資質向上を支援します。
3．	懇親会

～多数のご参加をお待ちしております!! ～

第75回中小企業団体全国大会が開催されました

令和6年度通常総会について
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■埼玉県中小企業組合士協会創立40周年記念講演・祝賀会

令和5年9月15日（金）、埼玉県さいたま市の大宮サンパレスにおいて
開催された「埼玉県中小企業組合士協会創立40周年記念講演・祝賀会」
に連合会から鈴木会長が来賓として参加しました。

来賓挨拶では、ウィズコロナに向けた社会経済活動の正常化が着実
に進みつつあるなかで、連合会として全国の組合士(協)会との連携を
強化し、資質向上のためのオンラインセミナー等の研修機会や情報提
供の充実、活動領域拡大に向けた方策の提言等に取り組んでいくこと、
連合会設立40周年の節目を迎えるなかで中小企業組合士制度の更なる活性化のためにも、中小企業組合士制度
の改正に向けての取組みについて語っていただきました。鈴木会長の挨拶後にはオペラテノール歌手の榛葉 
薫人氏から自身のイタリア留学のエピソードが語られ、歌唱後に祝賀会が催され、盛会裡に終了しました。

■全国レディースフォーラムに鈴木会長が出席しました

令和5年11月1日（水）、岡山県岡山市のホテルグランヴィア岡山にお
いて開催された「令和5年度レディース中央会2023全国フォーラム in 
岡山」に連合会から鈴木会長が来賓として参加しました。

当イベントは組合所属の女性を対象に、組合女性部等の特色ある取
組みや中小企業の経営者として活躍する女性の具体的な取組事例を紹
介、全国の女性経営者等が意見交換し、研究討議による相互研鑽や交
流を図ることで、女性の能力開発と資質向上、組合女性部の発展に資
すること目的に全国中小企業団体中央会、全国レディース中央会が主催し、毎年、様々な地域で開催していま
す。今年度は「″つなぐ″〜歴史を・価値を・ドラマを次の時代へ〜」をテーマに岡山県中小企業団体中央会、岡山
県ものづくり女性中央会の共催にて実施し、全国各地から約300名の女性経営者や組合女性部等の関係者が参
加しました。
 

■東京都中小企業団体中央会主催の「組合まつり2023」で 
　連合会役員が視察を行いました

令和5年11月8日（水）、東京都中小企業団体中央会主催の「技と食の祭典！組合祭りin 
TOKYO」が開催され、連合会役員（鈴木会長、永井副会長、堀川副会長、川島副会長、
野口副会長、白木理事）と山口県中小企業組合士会：恒松会長が視察を行いました。東京
都を中心に全国各地の組合が出展、役員は各展示ブースを回りながら、出展者との交流
と組合士協会のPRを行いました。

■「令和5年版中小企業組合白書」を発行しました

全国の中小企業組合等連携組織の動向やその実体を事例を交えて記述するとともに、
各種事業への取組みを具体的に紹介しています。

INFORMATION

検  索
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★☆★☆★☆★☆　メルマガ会員募集中!!　☆★☆★☆★☆★
　全国中小企業組合士協会連合会では、中小企業と組合に係る各種施策情報、認定更新研修情報等を掲
載したメールマガジンの配信を行っております。随時配信登録を受け付けておりますので、ご希望の方
は下記E-mail アドレスまで、お名前、認定番号を明記のうえお申し込みください。

kumiaishi@mail.chuokai.or.jp

■令和5年度中小企業組合検定試験実施のお知らせ

令和5年12月3日（日）に全国19会場で、中小企業組合検定試験が開催さ
れました。今年からはオンラインシステムによる申し込みを開始し、361
名から受験申込がありました。受験勧奨等にお力添えをいただいた方々
に、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。

■令和6年度「中小企業組合等課題対応支援事業」の 
　募集開始について

全国中小企業団体中央会では、3月より、令和6年度「中小企業組合等課
題対応支援事業」の募集を予定しております。

本事業は、中小企業組合等による新たな活路の開拓や単独では解決困
難な課題の解決のため、補助金による財政支援と専門家等による伴走支
援を行うものです。

組合等を中心に共同して調査研究、将来ビジョンの策定、試作品の開
発、組合等が行うアプリケーションシステムや情報ネットワークシステ
ムの開発、開発のための計画立案RFP（提案依頼書）策定など、幅広いテー
マが対象となっております。本会のホームページにて情報を適宜更新し
ていますので、この機会に本事業ご活用のご検討をよろしくお願いいた
します。

●中小企業組合等活路開拓事業（展示会等出展・開催事業）
●組合等情報ネットワークシステム等開発事業
●連合会（全国組合）等研修事業

【中小企業組合検定試験制度とは】
昭和49年度から中小企業庁の後援を得て実施しています。本制度

は、中小企業組合の役職員等を対象として組合職務の遂行及び指導
に必要な知識に関する試験を行い、試験合格者の中から一定の実務
経験を有する者に対し中小企業組合士の資格を与え、組合役職員の
資質向上、組合の健全な発展を図ろうとするものです。

中小企業組合士有資格者は2,986名（令和5年6月1日現在）で、それ
ぞれの分野で活躍されています。 

検  索


